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教育委員会定例会（平成１８年１０月）会議録 ① 

１．日   時 平成１８年１０月５日（木） １６：００ ～ １９：００ 

２．場     所 新居浜市庁舎 3 階 応接会議室  

３．出 席 者 

 
委 員 長  太 田 恵理子 
委    員   宇 野 征 一  桒 田  敬  子  小 野 正 師 
教 育 長   阿 部 義 澄 
総括次長  池 内 貞 二 
次  長  佐 藤 弘 美 子 
課  長  高 橋 康 文  岩 崎 幸 夫  近 藤 清 治 
館  長  前 垣 芳 郎 
 

４．教育長の 
   一般報告 

（1）教育長報告 
（2）９月分行事報告及び１０月分行事予定について 
（3）その他 

５．記録者氏名 社会教育課 守谷 千恵 
 
６．会議の概要 ＜報 告＞ 

教育長報告 

 

 

＜議 案＞ 

議案第２４号 平成１７年度教育費の決算について 

 

 

＜その他＞ 

(１) 教職員提案制度等の審議結果について 

(２) 移動図書館車更新記念講演（市制７０周年記念プレ事業）

について 
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それでは定刻が参りましたので、平成１８年度 第１０回新居浜市

教育委員会定例会を開催致します。本日の会議録署名委員は宇野委員

さんと桒田委員さんにお願い致します。 

会期の決定についてですが、中高生海外派遣事業についての審議等

ございますことから、新居浜市教育委員会会議規則第５条第２項の規

定によりまして、会期を本日１０月５日から１０月１３日までに延長

したいと思いますがご異議ございませんでしょうか。（全員意義なし） 

ありがとうございます。ではそのように致します。 

第９回会議録の署名は宇野委員さんと小野委員さんにいただいてお

ります。 

それでは、教育長さんの一般報告をお願い致します。 

 

  
それでは、一般報告を行います。資料の２ページをご覧ください。 
 ９月の主な行事についてご報告いたします。 
 ８日 船木小学校の５・６年生を対象として、５月から年間５回の
予定で実施していました「小学校への陶芸製作指導事業」が終了しま
した。児童は地元の陶芸家篠原雅士先生の指導を受けながら、ものづ
くりの楽しさを体験いたしました。出来上がった作品は、１１月の校
区文化祭に展示されることになっております。 
 ９日 郷土美術館特別企画展「大地無窮・宮田翁輔展」の開展式が
多くの美術鑑賞者の参加を得て執り行われました。氏は昭和１７年新
居浜市に生まれ、郷土の出身者として二紀会絵画部委員として活躍し
ており、遥かかなたまで見渡せる広大な大地を豊かな色彩で描いたも
の７０点が展示されました。また、１００号から２００号の大作が２
０点あり、芸術の秋を先取りした企画展となりました。期間中の来場
者は２２４３名でした。 
１０日 第５５回近県柔道大会が、武揚会の主催で、１７０チーム・
約５００人の小中学生の参加で実施されました。  
平成１８年度中・高校生国際交流韓国訪問団の報告会が開催されま
した。保護者や学校関係者等、約１５０名の参加を得て、各班ごとに
ビデオ等を使い成果報告をしてくれました。今後の生活の中で体験を
通して得たものを生かしてもらいたいものです。 
１１日 文部科学省の委託事業の「小学校キャリア教育公開授業・
フリーター・ニートになる前に受けたい授業」が、神郷小学校で実施
され、講師の鳥居徹也先生の授業に約６０名の小中学校の教員が参加
いたしました。 
１２日から１４日まで、市議会定例会一般質問が行われました。今
議会では、７名の議員さんから、学校校区の見直し、全国学力テスト、
いじめ、食育、国際交流、スポーツ振興、教育懇談会、学校敷地内禁
煙、子どもの安心・安全、学校図書館と市立図書館との連携等につい
ての質問がありました。 
１５日 新居浜市医師会から小学５・６年生へ「たばこってなーに」
の喫煙防止の漫画本が贈られました。教育委員さんにもお配りいたし
ますのでご利用ください。  
新居浜市農業協同組合と教育委員会との間で、「子ども安全協定」が
締結されました。子どもたちの安全確保及び健全な育成を支えるため、
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地域の大人が子どもたちと関わることが大切であるとの観点に立っ
て、子どもたちを守り育てることを目的にしたものです。  
財団法人モラロジ―研究所が主催し、「心がつくる人生」をテーマ
に、第２８回モラロジ―生涯学習セミナーが開催されました。 
１６日 新居浜市が愛媛ＦＣと東京ヴェルディとの試合のマッチシ
ティとなったので、愛媛県総合運動公園陸上競技場での試合に新居浜
市の神郷小と角野小のサッカースクールの選手がエスコートキッズと
して参加をしたり、市内小中学校の児童生徒や保護者、約２３０名が
観戦をしました。また、新居浜市内からの多くの市民、職員が駆けつ
け、５７８６名（公式記録）の入場者がありました。試合は残念なが
ら１対２で愛媛ＦＣが敗れましたが、大いに盛り上がりました。 
１７日 ＮＨＫ松山放送局主催のＮＨＫジュニアサッカー教室が、
グリーンフィールド新居浜で元日本代表の木村和司氏ほか２名の指導
者により、市内の小学生を対象に開催されました。当日は台風の影響
で午後から雨が降り始めましたが、参加した約７０名の子どもたちや
見学していた保護者は、木村氏のユーモアのある説明と、手本として
見せるすばらしい技術に感動し、また、最後に行われたゲーム方式に
よる指導者とのドリームマッチでは、ハツラツとしたプレーを見せ、
子どもたちは大変喜んでいました。 
１９日 福祉教育委員会が開催されました。 
 新居浜市スポーツ振興審議会が新たなメンバーとして、高等学校連
絡協議会、連合自治会、公民館連絡協議会の代表が参加して開催され
ました。新居浜市体育功労賞・スポーツ賞の顕彰について審議が行わ
れました。 
２０日 中萩小学校のホームページが、第４回全日本小学校ホーム
ページ大賞（Ｊ－ＫＩＤＳ大賞２００６）の県代表校に選ばれ、全国
大会にノミネートされました。中萩小学校はホームページを立ち上げ
て今年で６年目となります。児童の生き生きとした活動の様子が見ら
れます。これからも地域や社会とのつながりをどんどん広げていって
もらいたいものです。 
雨天と台風の影響で延期されていた中学校の運動会が久しぶりの晴
天の中で実施されました。  
新居浜市青少年センター運営協議会が開催され、事業報告や計画、
少年補導委員の推薦について話し合われました。 
２１日 ガールスカウト世界大会（ジュリエットローセミナー）に
日本代表として参加した河端信江さんが、インドでの体験を報告して
くれました。小中学校で希望があれば紹介していただけます。 
２２日 第４回新居浜市議会が開催され、委員長報告等がされ、全
ての議案について原案どおり可決されました。教育委員会関係では、
新居浜市こども夢未来基金条例の制定が議決されました。 
２４日 小学校の運動会がすばらしい秋晴れの中で開催されまし
た。教育委員会から来賓として参加していただきました教育委員・事
務局の職員の方々ご苦労様でした。感想等がありましたら後程ご披露
をお願いいたします。  
第１６回えひめお母さんコーラス大会が開催され、香川県や県内各
地の１２のコーラスグループの参加により、開催されました。 
２６日 第６１回国民体育大会兵庫大会に県代表として出場する、
新居浜市選手団の壮行会がもたれました。大会は９月３０日から１０
月１０日まで開催され、１１競技、１７種別、選手２４名、監督４名、
コーチ２名、合計３０名の参加となります。 
２７日 市内一斉の「学校へ行こう日（デイ）」が実施されました。
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今回は学校選択の参考にしていただく目的で実施されました。市内一
斉での「学校へ行こう日（デイ）」の開催は初めてのことであり、不審
者等の安心安全の確保について心配されましたが、事件事故の報告は
ありませんでした。地域の方々や学校関係者の方々にお礼申し上げま
す。小学校の参加者３２３５名、中学校６２９名、合計３８６４名の
参加がありました。各校でのアイディアにとんだ工夫された内容に、
多くの参加者に学校を理解していただけたと思います。 
 ２８日 第１７回新居浜市中学校英語スピーチコンテストが実施さ
れました。今年は、市内１１中学校からの代表弁論者と市内中学生、
保護者、教員等約４２０人の参加がありました。第一席には、川東中
の植村瑞紀さん、自宅に韓国の友人を招いた体験と実際にこの夏韓国
を訪問した体験を通じて、互いの立場を理解した上で国際交流につい
て語り、聴衆の心をつかみました。第二席には、泉川中の宮西優輔さ
ん、「もったいない」という言葉を通じて温故知新について堂々と論じ
ました。第三席には、南中の藤田萌以さん、６歳の妹が使う「大丈夫！」
という言葉の持つ力について体験を通して、さわやかに論じてくれま
した。スピーチコンテストも、会を重ねるごとに弁論者の英語力（発
音、イントネーション、速さなど）は、大変充実していると思います。
各校での指導・練習が行き届いており、暗誦も確実でした。そのため、
どの弁士のスピーチも堂々としたものであり、内容も生徒の体験を通
じて学んだことであり、聴衆に十分アピールできていました。ただ、
今年度からスピーチはマイクを使用せず、肉声だけで行うこととした
ため、緊張のためか、多少声が小さい弁士がいたのは気の毒でした。
来年はこの点について、英語の教科会を通じて徹底させていきたいと
思います。しかし、一方で、聴衆は私語もせず、弁士の一言一言に集
中して聞いていたのは、マイクを使用しない弁論大会のよさであると
思います。また、ＡＬＴの二人による講演もあり、英語に触れる良い
機会となりました。新居浜ライオンズクラブの皆さんの協力もあり、
盛会裏に終えることができました。 
第３７回新居浜市民体育祭最終打合せ会が、各校区体育振興会委員、
各種目競技運営委員、体育指導委員さん等の関係者が集まり確認が行
われました。１０月８日に開会式が行われます。 
３０日 第５回公民館ルネサンス塾が開催され、放送大学愛媛学習
センター所長讃岐幸治先生により［地元を元気にするボランティア活
動とは］と題してご講演が行われました。今年は、公民館本来の機能、
存在意義について現代的課題から見つめた視点から、役に立つ公民館
の目指すべき方向性を考える熱い思いを持った“主体的な市民”が集
まる“場”として「公民館ルネサンス塾」を開設し、今回ですべての
講演が終わり、１０月２８日に内子町石畳地区との交流研修を予定し
ております。 
１０月１日 第１１回生き生き幸せフェスティバルが、新居浜市総
合福祉センターを会場として、各種団体の参加によりイベントが行わ
れました。 
３日 教育委員会の学校訪問が若宮小学校で行われました。  
第２１回新居浜市市民俳句大会が開催されました。 
また、４日まで、中学校新人体育大会が開催されました。 
４日 平成元年から開始された移動図書館「青い鳥号」が、リニュ
ーアルされ中萩小学校で出発式が行われました。青い鳥号は、小学校
１０校、中学校２校を含む２４ステーションを２週間に１回巡回して
います。財団法人日本宝くじ協会の助成金で更新されました。 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田委員長 

 

 

 

 

 

 

宇野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他､１０月の主な行事予定について報告を申し上げます。 
  ８日 第３７回市民体育祭開会式（市営球場） 
１１日 第４回小中教頭研修会 
１３日 第２回小中教務主任研修会 市教委神郷幼稚園訪問 
  １６日・１７日・１８日地方祭 
  ２０日から中学校の修学旅行が開始 
  ２２日 第５６回新居浜市美術展前期 ２７日まで 
２４日 第４２回新居浜市小学校陸上競技会 
２７日 東予地区新人体育大会 
２８日 子どもと教育を語るつどい（小学校の部） 
２９日 第５６回新居浜市美術展後期 １１月３日まで 
 
以上で、一般報告を終わります。 

 

   

ただ今の報告について、ご意見・ご質問等ございませんか。 

それでは、教育長さんの一般報告にもありましたが、小中学校の運

動会に参加されました委員さん、課長さんから感想を一言ずつお願い

いたします。 

宇野委員さんからお願いします。 

 

 

９月１７日に西中学校に行かせていただきましたが、朝方、大雨だ

ったんですが、水はけが良かったというのもあって、準備をして実施

されました。天候の心配もあるので、どんどん種目は進んだんですけ

ど、中学校でラジオ体操をする学校が減っていると思うんですが、上

手に立派に久しぶりに中学生のラジオ体操を見せてもらいました。う

れしかったことに、障害のある生徒たちが、通常の学級の中で、堂々

と当たり前に演技しているので、なんか涙をもらいました。例えば総

力リレーもみんなと同じように走っているわけです。また、みんなで

ジャンプといって学級全員で縄跳びをするんですが、それに当たり前

に入って、縄跳びしていたら引っかかるんですが、腕を組んで、ある

いは障害のある子を健常の子が間にはさんでそういう配慮をしてやっ

ているのも涙ぐみました。ということは、あの子らがいたために負け

たとかそういう雰囲気はまったくない、それだけにうれしかったです。

昔から特殊学級、情緒学級、障害のある子どもがずっと登校している

ので、そういう障害者と一緒にがんばるということがここの学校は定

着しているなあと、西中生の賢さというか、優しさというか、暖かさ

というものを特に感じました。 

小学校は予定通り２４日浮島小学校へ行かせて頂きました。案内状

とお礼状が教頭先生から送られてきたんですが、初めて、手書きで添

え書きのある案内状・お礼状がきました。それだけに、教頭先生が頑

張って、気配りのある落ち着いた学校作りに努めていただいているな
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前垣館長 

 

と感じました。子どもたちが少ないから、子どもたちだけの種目だと、

途中で休憩時間をとらないといけないのだそうです。ところが、地域

といっしょになってということで今年はやっていたので、老人会の種

目、公民館中心の種目、その地域の人がやっているときが実は子ども

たちの休憩時間になるので非常にありがたい。それぞれの役割がきち

っときまっていて、小規模校ということもあって、日頃の地域との関

わりというか、地域に支えられている学校だなと、特に感じました。

公民館の種目で地域対抗で、男子四人女子四人入ってリレー種目だっ

たんですが、その中に教員チームがあって、優勝。以上です。 

 

 

私は、中萩中学校と宮西小学校へ行かせて頂くようになっておりま

したが、中萩中学校については、申し訳ないんですが雨天のため延期

になって仕事の都合で欠席させていただきました。宮西小学校は、子

どもたちのとっても元気なはつらつとした運動会でした。一つ、気が

付いたんですが、PTAのお父さんが男性会員が、車で行きますと正門

の前に何人か立って、お手伝いをなさっておりました。宮西小学校は

男性会員・親父の会が積極的に活動されていて、母親任せでなくて父

親が出て行って子どもたちの応援をするその他、一緒に活動する、す

ばらしいなと思いました。以上です。 

 

 

私は神郷小学校のほうへ行かせて頂きまして、神郷小学校の子ども

さんは 600 余名、市内でも大変人数が多いということで、特に感じた

のはトラックの外に赤いラインを引いていて、「これは何ですか」と聞

いたら、「特殊学級の子どもさんがかけっこのときに走るラインです。

練習のときからこの赤いラインを走るという練習をしています。」とい

うお話を聞きました。実際にその場面に遭遇しますと何人かずつ走っ

ていくわけですけども、そのなかの一緒になって走って、皆はさっさ

と走っていくんですけどもその特殊学級の子どもさんは赤いラインに

沿って走っていくと。途中で歩いたりもするんですが、その赤いライ

ンに沿って走っておるというのが特に印象深くて、今までは、特殊学

級の子どもさんには誰かが伴走者となって付き添って競技をしていた

というのを目にしていたんですけど、この赤ラインを引くことによっ

て、自分で最後までやり遂げることが出来ると、それもいい配慮では

ないかなと思いました。 

 

 

角野小学校に行ってきました。運営のほうは小学生と先生とでやら

れていたんですが、かけっこを見させていただいたときに、スタート
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が早くてファウルと言うんですか、その際に的確にやり直しをされて

いたというのが印象に残りました。それと一点、先ほど宇野委員さん

から言われた、ラジオ体操のことで最近いろんな新聞でも読んだこと

があるんですけど、角野小の場合は今年はラジオ体操はそのままやら

れていて、ラジオ体操はぜひ残して欲しいなあと、私個人的には。と

いうのは、親と子がふれあうなかで、親はラジオ体操を習ってきたし、

また夏休みに入ってからのラジオ体操なんかも行われておりますの

で、何らかの形でやはりあったほうがいいんじゃないかなと感想とし

て思っております。以上です。 

 

 

私は新居浜小学校のほうに行かせて頂きました。新居浜小学校は私

の母校なので本当に懐かしく思いました。当時とは校舎の位置も大き

さも全然違うんですけど、朝、校歌を一緒に四十何年ぶりに歌わせて

頂いて、懐かしい気持ちです。規模的には、我々多い時より半分ぐら

いに思うんですけど、考えてみるとあんまり大きくないほうがいいの

かなあと思ったり規模的には、そういう面で、子どもたちと親、先生

それぞれ、あれぐらいのほうがいいのかなと思いました。以上です。 

 

 

私は金子小学校へ行ってきました。金子小学校は中萩小学校同様、

人数が多いんですが、グランド内に保護者でいっぱいで、足の踏み場

もないぐらいだと正直思いました。私は運動会自体が子どもの運動会

以来十数年ぶりだったんですが、もう一つは、進行を子どもさんがさ

れていましたが、とても訓練されていて、きびきびしていて良かった

です。 

 

 

私は惣開小学校の方へ行かせて頂いたんですが、まず、小学生低学

年は非常にかわいいという印象がありました。それで、始まってお互

いに赤白で応援合戦というか、エールを送るといったシーンがあった

りとか、踊ったり走ったりいろいろな場面を見せていただいたんです

が、一生懸命やっているというのがひしひしと伝わるような、本当に

純粋だなあという感じを受けました。そういう子どもらが年を重ねる

ごとにちょっと好ましくないというか横道にそれるようなことがでて

きて、いろんな問題が起こってくるということがあるわけなんですが、

本当にあのような純粋な子どもがそのまま健全に育ったらいいなとい

うのと、その一翼を私たちが担わないといけないなあと、そこらへん

の、本当にこのかわいい子が、そういう気持ちをもって大きくなって

欲しいなと、そういう気持ちでございます。 



8 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桒田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田委員長 

 

 

 

中学校は南中学校、小学校は神郷、浮島、金子、中萩に参りました。

時間的な都合で全部は回れなかったんですが、中学校は、西中学校以

外の学校は全部２０日で、台風のために延期という形になりました。

平常日であったんですが、結構お母さん、またはおじいさんみたいな

方も来て頂いていたなという気がします。ひょっとしたら、生徒だけ

で隙間があいた状態でというのを心配して行ったんですが、結構来て

頂いていて感謝したいです。なお、浮島については、宇野委員さんが

言われたように、校長さんが急遽入院されているということで、心配

があったんですが、教頭を中心に地域と一体になった運動会だったと

思います。神郷、金子、中萩と市内で上位の生徒数を抱えておる学校

ですが、本当に昔ながらの運動会という風な応援をしてという感じで

した。 

 

 

私は東中と高津小に行かせて頂いたんですが、東中もおじいちゃん

おばあちゃんの参加が多かったです。PTAの種目に関して、普段なら

来てくださる人が来られないという関係があったんでしょうか、非常

にそこで手間取りまして、親の背中を見て育つのであればもうちょっ

と親がピシッとしないといけないなという感じを受けました。子ども

に関しては、本当に駅伝の東中ということで、走るのが思いっきり走

ってあれぐらい競い合ってというのは初めて見ました。見事な走りで、

だから学校全体で、遅い子にもすごい意欲を感じられるんですよ。本

当に学校あげて駅伝に取り組むというのは全員のアップになっている

んじゃないかなと感じました。 

もう一つ、高津小学校は三番目に大きい学校にしては結構ゆったり

と全員にテントもありますし、恵まれた環境だという印象を受けてお

ります。生徒も本当にきびきび動いて、時間どおりピタリという感じ

でした。午前中最後に６年生がフォークダンスを踊っておりまして、

男の子のほうが多かったようで、男の子同士で手をつないでというの

もありました。私としては珍しい思いをしました。校長先生は組み体

操とかのほうがいいと言いながら、男女があんなに仲良くフォークダ

ンスが出来る学年だというのも認めていらっしゃいました。去年の５

年から比べたら、非常に優秀でまとまりが出来る学年になりましたと

言う風におっしゃっていました。以上です。 

 

 

私も中萩小学校を見せていただいたんですが、規模が大きい生徒数

の多い学校で毎年子どもを捜すのが大変なんですが、その多さを生か

した表現がよく工夫されていたと思うんです。どの学年の表現も人数

の多さを生かし踊りダンスをなさってて、特に５年生が去年も同じ
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池内次長 

 

 

 

太田委員長 

 

 

 

 

池内次長 

 

 

 

 

太田委員長 

 

 

桒田委員 

 

 

 

池内次長 

 

 

「輝」という曲で演技をしたんですけど人権劇でもされたようなんで

すけど、それをまた今年の５年生も同じ演技をされてまして、少し踊

りは変えたのかもしれないんですが、５年生になったらこれが踊れる

というような誇りになっているなという感じがしました。６年生は組

体操で晴れ舞台を作っていました。それと、ここ何年か学校を見せて

いただいて、国旗の掲揚、降納の時に皆さん注目します、子どもたち

はきれいに注目して、これは習っているからだと思うんですが、全員

が帽子を取って注目している。我々大人が帽子かぶったまま見ていた

りあいさつしていたのが恥ずかしくなるぐらいきちっと礼儀を教わっ

ていてすばらしいなと思いました。国旗についてはいろいろご意見は

あると思うんですが、基本的にはいい教育だなあと思いました。以上

です。 

それでは、議案の審議に入ります。 

議案第２４号 平成１７年度教育費の決算について、お願いします。 

 

 

議案書の７ページをご覧ください。 

（以下資料に基づき説明） 

 

 

ありがとうございました。ただいまの１７年度教育費決算について

ご質問ございますか。 

教育費割合は何パーセントですか。 

 

 

１７年度トータルで一般会計に占める割合は６．３％です。この表

にもありますので見ておいてください。 

去年よりは０．３％増えているという事になります。 

 

 

その他ご質問ございませんか 

 

 

夢広がる学校づくり事業の内訳のところで、表の合計と別のものが

あるんですか。 

 

 

小学校と中学校両方とも、別のものがあります。 

（表について説明） 
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高橋課長 

 

 

太田委員長 

 

 

宇野委員 

 

 

 

 

 

 

高橋課長 

 

 

宇野委員 

 

 

 

 

高橋課長 

 

 

宇野委員 

 

 

太田委員長 

 

 

小野委員 

 

 

 

 

 

近藤課長 

 

 

 

（資料に基づき説明） 

 

 

よろしいでしょうか。 

 

 

今のに関連して、ちょっといいですか。小学校の夢広がる学校づく

り推進事業で、新居浜小学校か、角野小学校かで希望が出てきて１５

０万ですよね。希望が出てきた学校には１５０万が行くわけですが、

その残りの約３００万ですが、児童数に応じて配分されるのか、申請

された学校に配分されるのか、どうなんでしょうか。 

 

 

あとは、平等に生徒数に応じて配分しています。 

 

 

３００万は児童数に応じて比例配分するということは、１５０万の

希望をしてきた学校は、比例配分した分プラスもらえるということで

すね。 

 

 

はい、そうです。 

 

 

分かりました。 

 

 

小野委員さん 

 

 

 ２点すみません。給食費のところが気になるんですが。決算額が４

億７千４百万で、小中学生の児童一人あたりの・・・１万人ぐらいい

るんですか。１万人で割りますと、47,500 円ほど。年間で２００食ぐ

らい食べられるんですか？ 

 

 

１８０食ですね。 
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小野委員 

 

 

 

近藤課長 

 

 

 

小野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野委員 

 

 

 

 

近藤課長 

 

 

 

まあ 200 食で 47,500 円で・・・こういう一人あたりのコストとい

うのはこういう計算の仕方じゃないんですか？ 

 

 

計算方式は違いますが、まあ、単純にはそうですね。決算の額に対

してそうですね。 

 

 

また分かりましたら、教えてください。 

子どもさんが、２百何十円負担していますが、それに行政コストが

かかりますが、実際にどれくらいかかっているのかなと。 

それともう１点ですが、ご面倒かけて出して頂いている円グラフな

んですが、平成１２年から１７年の構成比、毎年の総額も違いますが、

単純に構成比、割合を見ておりますと保健体育費が１２年度８％、だ

んだん増えていって１９％２２％、今年度は２７％。反対に中学校費

は平成１２年度３８％の構成比ですけども今年度は１１％。この施設

の費用とかそういうものが入っていると思いますしいろいろ変わって

きているとは思いますが総額に対しての構成比を見ますと体育費がど

んどん増えていって、中学校費が割合としては減っているとそして、

社会教育費も若干増えていっているということでしょうか。 

 

 

平成１２年、１３年の中学校費がこれだけ上がっているのは西中学

校の建設費。１４年度の社会教育費が出ているのは、泉川公民館の建

設費。そして、おそらく１８年から２２年までは、また小中学校増え

ると思います。というのは、今年した体育館の防災で増えます。そし

て９月予算で付けた、耐震の費用が２２年までで３２億という、５年

間で３２億だから、毎年５億近くが建設費で入りますから、小中学校

費がぐっと上がると思います。 

 

 

わかりました。単純に見たときに１２年度から小中学校の構成比が

３分の 1 程減っているという風に感じたものですから。ありがとうご

ざいました。 

 

 

先ほどの給食費に関してですけど、平成１５年が小中学校合わせて

年間で 50,800円、１６年が 50,200円、１７年度が約 50,000円、と

いうことです。 

中学校の場合は選択数というのがありますので、１万人より人数的
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太田委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

 

太田委員長 

 

 

 

 

前垣館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田委員長 

には減ってくるということでありますので、だいたい 50,000 円ぐら

いというふうに思ってもらったらと思います。１万人で割ると 47,000

円ですけど単純計算で。実際には 50,000 円ぐらいの経費が必要にな

るということです。 

 

  

 よろしいですか。 

それでは、１７年度の教育費の決算についてご承認いただける方挙

手をお願い致します。全員挙手ですので承認いたします。 

続いてその他にまいりますが、その他（１）教職員の提案制度につ

いての審議については個人名とか評価、採決にかかる内容となります

ので、新居浜市教育委員会会議規則第３７号の規定によりまして、こ

の会の最後に秘密会として、審議委員のみで審議したいと思いますが

ご異議ございませんでしょうか。 

 

 

はい。 

 

 

意義なしと認めます。 

それでは、先にその他（2）移動図書館車更新記念講演市制７０周年

記念プレ事業についてご説明いただきます。 

 

 

今年度、市制７０周年の１年前ということで、プレ事業の関係等で、

移動図書館車の更新を致しましたので、それを記念しまして１１月１

２日（日）午後１時から１５時３０分まで、「子どもたちに本の楽しさ

を」ということで、チラシをお配りしているかと思いますが、１部と

２部という構成で、講師の先生は、大阪府の豊中市子ども文庫連絡会

の安達みのりさんと、２部の方が同じく、大阪府豊中市立野田小学校

司書教諭の福本牧さんをお招きしてそれぞれ、学校図書館のことにつ

いて主に考えていこうということで、１部の方は市民のみなさんにも

図書館に関することで、していただきたいことを分かりやすく講演が

ございまして、２部の方は主に小中学校の先生方と学校図書館との関

わりという認識を深めて頂いたらなということで、企画をいたしまし

た。また、教育委員さんの方も良ければ講演会のほうにご出席いただ

けたらと思います。よろしくお願いをいたします。以上です。 

 

 

何かご質問等ございませんか。 
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桒田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

前垣館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桒田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田委員長 

 

 

 

前垣館長 

昨日、青い鳥号の出発式に参加いたしまして、子どもたちが喜んで

借りている様子を、とても楽しく見せて頂きました。その時の資料の

中で、青い鳥号の貸し出し状況ですが、平成１３年度が６１６５人だ

ったのが平成１４年度は１８０７８人にというところで、その時から

学校へ回っていってくれるようになったということで増えてるんだと

思うんですけど、ここ数年ちょっと減りつつあるっていうのは、何か

分析できてますでしょうか。子どもの数が減っているとか。 

 

 

先日、学校図書館関係者との情報交換会を別な案件だったんですが、

その時私の方から、若干減っておりますというようなことで、各学校

の年間の貸し出し人数等の状況を示して学校にお送りしたんですが、

どういう理由だろうかと一応お聞きしました。返ってきたお答えは移

動図書館車が学校に入る時間帯が、授業時間と重なると、では何時が

いいですかと学校に聞きましたところ、良ければ昼休みがいいという

のが多ございまして、ご存知のとおり移動図書館というのは、一日に

午前２箇所、午後２箇所、計４ステーションほど回ります。というこ

とで、今後また移動図書館のほうも新しくなりましたので、何らかの

形で学校の要望に近づけるなら近づきたいと、それによって利用者を

増やしていきたいということで、今、検討を致しているところです。 

 

 

それと、昨日委員さんの中で、読み聞かせに来てくださっている方

から、学校図書館の本が古いですねという、そういう一つのご意見を

伺いました。移動図書館は新しいので子どもたちは喜んで借りている

んですが、実際子どもたちが学校図書館で借りにくいというか、曜日

が限定されすぎて、なかなか本を借りに行くのが出来にくいというの

を中学生から聞いております。もう少し学校側の取り組みっていうの

も考えていただければ、小学校は結構お昼の時間帯、毎日貸し出して

くださっているんですけど、限定になっている中学校なんかもありま

すので、そこの辺が難しくなっているのかなと思うんですが、実際子

どもたちは本を読む楽しさというか、それが増えてきているというの

がありますので今後ともよろしくお願いします。 

 

 

その他ございませんか。この案内はまた学校のほうにも出すんでし

ょうか。 

 

 

はい、出します。 
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太田委員長 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田委員長 

 

 

桒田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田委員長 

 

 

 

 

 

 

それでは、ただ今の移動図書館車更新記念講演についてはよろしい

でしょうか。公開事項は以上ですが、その他ございますでしょうか。 

 

 

『伊予路てくてく』という資料があると思います。１０月２７日 総

合テレビで夜８時から放送されるんですが、多喜浜小学校の「ソルテ

ィ多喜浜」を子どもたちが紹介しながら、そして、塩作りの様子がで

ます。昨日その撮影がありました。実際子どもたちが一人一人どうい

う歴史があったかを、それと、若宮小学校の風景がでますので、よか

ったらご覧ください。 

それと「第１７回中学校英語スピーチコンテスト」の資料があった

と思います。中学校時代の英語力を生かしてまた読んでいただけたら

と思います。 

その次、「夢を育む新居浜市の中学校」の資料があると思います。こ

れは９月２７日の学校へ行こうデーにあわせて、保育園・幼稚園の年

長さんと小学校六年生に配布しました。各学校の取り組みがよくに分

かるような形で保護者対象に書いております。学校紹介の資料です。 

 

 

その他よろしいですか。 

 

 

昨日の CAP の子ども対象の分に参加させていただいたんですが、

子どもたちからいっぱい意見が出ておりまして、２時間というのがあ

っという間に過ぎた感じがしました。実際に攻撃から身を守るやり方、

そういう声の出し方だとか、やはり今の時代やらなければいけない授

業じゃないかなと思いました。みんなに広めるというか、勧めないと

いけないというのが悲しいところなんですが、そういう面で、子ども

たちは自然に受け止めていたなという印象を受けました。やっぱり子

どもたちにああいう形で啓発って言うんですか、そういうことでして

いただけると、より、自分で自分の身を守れるかなと感じます。 

 

 

その他なければ、この後その他（1）について秘密会に入りますの

で、先に次回の定例会の時間を決めたいと思います。１１月の第１木

曜日は、１１月２日になりますが、いかがでしょうか。ご都合悪い方

いらっしゃいますか。事務局のほうも大丈夫でしょうか。 

それでは 11 月２日１６時から行いたいと思います。 

これで一旦終わります。ご審議ありがとうございました。 
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一同 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

 

 

＜以下秘密会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

新居浜市教育委員会会議規則第５４条の規定により署名する。 

 

 

 

 

委員名 

 

 

 

 

委員名 

 

 


